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2021年度　サークル協議会運営委員会

役　職 氏　名 地　本 職　場

議　　　長 川島　　淳 大　宮 大宮運転区

副　議　長 石戸　　亨 仙　台 福島総合運輸区

副　議　長 野中　広俊 八王子 青　梅　駅

副　議　長 伊藤　彰英 盛　岡 盛岡新幹線運輸区

副　議　長 中島　　匡 仙　台 宮城野運輸区

事 務 局 長 新田　英二 大　宮 さいたま運転区

事務局次長 上原　潤一 本　部 本　部

事務局次長 重久　拓也 本　部 横浜運輸区

事務局次長 鈴木　佳織 本　部 本　部

　
８
月
21
日
、
新
幹
線
協
議
会
「
第
３
回
定
期
委
員
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
リ
モ
ー
ト
会
議
を
併

用
し
、
出
席
者
を
最
小
限
に
絞
り
ま
し
た
が
、
出
席
者
の
闊
達

な
議
論
に
よ
り
一
年
間
の
総
括
と
向
こ
う
一
年
間
の
方
針
を
満

場
一
致
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
の
新
幹
線
統
括
本
部
発
足
以
降
、
台
風
に
よ
る

長
野
新
幹
線
車
両
セ
ン
タ
ー
の
水
没
、
東
北
地

域
で
の
地
震
、
そ
し
て
世
界
を
覆
う
コ
ロ
ナ
禍

と
激
甚
化
す
る
災
害
の
中
、
働
き
が
い
の
あ
る

職
場
と
安
全
な
新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
に
新
幹
線
協
議
会
を
結
成
し
ま

し
た
。
今
年
３
月
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
を
抱

く
中
で
東
京
新
幹
線
運
輸
区
が
発
足
す
る
中
、

異
常
時
対
応
能
力
の
維
持
や
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
東
京
駅
ホ
ー
ム
下
の
乗
継
ぎ
詰
所
の
存
続
を

求
め
る
組
合
員
の
強
い
要
望
が
あ
り
、
新
幹
線

協
議
会
と
し
て
検
証
し
団
体
交
渉
に
高
め
て
き

ま
し
た
。
委
員
会
で
は
11
名
の
委
員
か
ら
「
東

京
駅
で
の
折
り
返
し
で
休
む
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
の
発
言
や
、工
務
職
場
で
は「
異
常
時
に
隣
接
す
る
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
行
う
こ
と
に
不
安
が
あ
る
」
な

ど
様
々
な
悩
み
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
田
新
幹
線
車

両
セ
ン
タ
ー
の
発
足
や
新
潟
新
幹
線
車
両
セ
ン
タ
ー
の
業
務
執

行
体
制
の
見
直
し
な
ど
、
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
職
場
の
働
き
方

が
変
化
す
る
施
策
も
進
ん
で
い
ま
す
。
職
場
か
ら
の
議
論
で
異

常
時
に
対
応
で
き
る
職
場
と
命
を
守
る
こ
と
を
最
大
の
価
値
基

軸
と
し
た
安
全
な
職
場
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
た

め
に
も
組
織
強
化
・
拡
大
を
実
現
し
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
て
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

　『
組
合
員
の
雇
用
と
利
益
を
守
り
、
安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り

・
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
「
新
生
Ｊ
Ｒ

東
労
組
運
動
宣
言
」
の
も
と
、
未
来
の
職
場
を
創
造
す
る
た
め

に
部
会
運
動
を
推
し
進
め
よ
う
！
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
９
月

４
日
さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
リ
モ
ー
ト
を
併
用

し
て
、「
第
29
回
定
期
委
員
会
」
を
57
名
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。
半
数
近
く
が
リ
モ
ー
ト
参
加
で
し
た
が
、
各
会
場
と
連

携
し
全
て
の
議
事
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
方

か
ら
は
、
ワ
ン
マ
ン

運
転
拡
大
に
対
す
る

た
た
か
い
の
報
告
や

新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

よ
る
技
術
継
承
な
ど

の
課
題
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
不
安
、
事
故
・

事
象
の
原
因
究
明
の

視
点
な
ど
か
ら
の
労

働
組
合
の
存
在
意
義

に
つ
い
て
、
安
全
再

確
立
の
た
た
か
い
の

実
践
な
ど
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
分
科
会
か
ら
は
運
輸
区
化
に
向
け
て
職
場
で
現

れ
て
い
る
実
態
の
報
告
、検
査
周
期
延
伸
へ
の
職
場
で
の
課
題
、

バ
ス
職
場
に
お
け
る
事
故
防
止
の
視
点
か
ら
の
安
全
経
路
見
直

し
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、現
業
機
関
に
お
け
る
柔

軟
な
働
き
方
の
実
現
に
つ
い
て
、「
仕
事
に
拘
る
こ
と
が
許
さ
れ

な
く
な
っ
て
は
駄
目
だ
」と
の
発
言
や
、事
務
職
に
現
在
支
給
さ

れ
て
い
る
手
当
に
対
し
て
「
指
定
さ
れ
て
い
る
一
部
の
対
象
者

に
限
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
運
輸
車
両
部
会
は
「
職
場
と
仕
事
と
生
活
」
を
守
る
た
め

に
、
堂
々
と
労
働
組
合
の
必
要
性
を
訴
え
、
施
策
検
証
等
を
通

じ
て
組
織
強
化
・
拡
大
の
実
現
を
目
指
し
、
18
名
体
制
で
向
こ

う
一
年
間
た
た
か
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

2021年度　新幹線協議会幹事会

役　職 氏　名 地　本 職　場

議　長 浅沼　宏優 本　部 盛岡新幹線運輸区

副議長 石戸　　亨 仙　台 福島総合運輸区

副議長 高橋　孝一 本　部 小金井運転区

副議長 長谷　理生 本　部 千葉支社運輸部指令室

事務長 佐藤　伸也 本　部 盛岡新幹線車両センター

幹　事 其田　洋輔 盛　岡 日本リーテック

幹　事 佐藤　武志 秋　田 秋田運輸区

幹　事 橋本　直幸 仙　台 新幹線総合車両センター

幹　事 田代　正記 東　京 東京新幹線運輸区

幹　事 磯　　裕二 大　宮 大宮電力技術センター

幹　事 齋藤　裕介 新　潟 新潟新幹線車両センター

幹　事 今村　直人 長　野 長野総合運輸区

2021年度　運輸車両部会常任委員会

役　職 氏　名 地　本 職　場

部会長 關谷　浩之 大　宮 さいたま運転区

副部会長 三ケ田好幸 盛　岡 盛岡運輸区

副部会長 工藤　　厚 盛　岡 盛岡新幹線運輸区

事務長 伊藤千恵蔵 盛　岡 盛岡新幹線運輸区

常任委員 上田　雄介 盛　岡 盛岡運輸区

常任委員 根田　光悦 秋　田 秋田運輸区

常任委員 遠藤　北斗 仙　台 仙台新幹線運輸区

常任委員 夏梅　　崇 千　葉 佐倉運輸区

常任委員 鈴木　　翼 大　宮 大宮車掌区

常任委員 清水　崇之 新　潟 長岡運輸区

常任委員 細野　祐一 横　浜 相模原運輸区

常任委員 石田　建吉 大　宮 大宮運転区

常任委員 関口　和則 大　宮 大宮総車セ部品科

常任委員 小笠原　宏 盛　岡 盛岡新幹線運輸区

常任委員 山本　大輔 仙　台 バス東北

会計監査 澁谷　敬一 横　浜 鶴見線営業所

会計監査 方波見　勇 千　葉 習志野運輸区

会計監査 横島　浩史 大　宮 川越車両センター

　
９
月
４
日
、か
ん
り
部
会
「
第
36
回
定
期
総
会
」
を
、本
部
会

議
室
を
本
会
場
と
し
た
リ
モ
ー
ト
会
議
を
併
用
の
上
、
万
全

の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。
本
部
か
ら
佐

藤
中
央
執
行
委
員
長
、高
橋
中
央
執
行
副
委
員
長
、き
か
く
部

会
か
ら
仁
戸
田
部
会
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
激
励
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
厳

し
い
組
織
現
実
が
あ
り
全
地
本
か
ら
の
参

加
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
宮
地

本
の
木
村
座
長
の
采
配
と
９
名
の
部
会
員

の
発
言
に
よ
り
議
論
を
深
め
、
活
動
方
針

を
豊
富
化
し
ま
し
た
。
発
言
で
は
、
施
策
・

安
全
・
労
働
環
境
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題

な
ど
、
職
場
の
現
実
や
苦
闘
が
語
ら
れ
、

現
実
を
共
有
し
つ
つ
、
変
革
２
０
２
７
の

も
と
矢
継
ぎ
早
に
展
開
さ
れ
る
施
策
に
対

し
、
職
場
の
組
合
員
の
顔
を
思
い
浮
か

べ
、
苦
労
や
社
員
に
し
っ
か
り
向
き
合
う

こ
と
の
重
要
性
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
地
本
、
八
王
子
地
本
の
再
建

以
降
の
か
ん
り
部
会
の
厳
し
い
組
織
現
実
と
、
そ
の
中
で
の

力
強
い
決
意
を
参
加
者
全
員
が
自
ら
の
こ
と
と
し
て
受
け
と

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
世
代
交
代
の
時
期
を
迎
え
、
働
き
方

改
革
と
し
て
職
場
と
仕
事
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

中
、
か
ん
り
部
会
員
と
し
て
の
仲
間
の
苦
闘
と
奮
闘
、
そ
し

て
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
必
要
性
を
広
め
組
織
拡
大
が
急
務
な
課
題

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
一
致
し
、
組
織
強
化
・
拡
大
で
未
来
を

切
り
拓
く
こ
と
を
全
参
加
者
で
確
認
し
、
石
川
新
部
会
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
総
会
を
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

か
ん
り
部
会
　
第

か
ん
り
部
会
　
第
3636
回
定
期
総
会

回
定
期
総
会

2021年度　かんり部会常任委員会

役　職 氏　名 地　本 職　場

部会長 石川　伸也 盛　岡
ＪＲ東日本 
東北総合サービス北上駅

副部会長 山本　政広 横　浜 横浜運輸区

事務長 八木澤　冠 大　宮 小山車両センター

常任委員 戸羽　貴憲 盛　岡 気仙沼駅

常任委員 真中　宏和 大　宮 さいたま車両センター

会計監査 天野　正博 大　宮 宇都宮車掌区

会計監査 高田　俊信 盛　岡 盛岡新幹線車両センター

会計監査 木田　　力 大　宮 さいたま車両センター

　
９
月
10
日
、
営
業
部
会
「
第
34
回
定
期
委
員
会
」
を
開
催

し
、
本
部
会
議
室
に
25
名
と
秋
田
、盛
岡
、仙
台
、新
潟
、長
野

の
リ
モ
ー
ト
会
場
に
11
名
の
組
合
員
が
結
集
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
昨
年
の
定
期
委
員
会
で
「
駅
の
変

革
」
に
対
す
る
組
合
案
づ
く
り
を
提
起
後
、
一
年
間
議
論
を

重
ね
て
つ
く
り
あ
げ
た
提
言
を
発
表
し
、
参
加
者
が
職
場
で

広
げ
、
自
分
達
の
駅
の
将
来
像
を
そ
れ
ぞ
れ
が
議
論
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
「
赤
字
に

も
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
す

る
ほ
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
送
ら
れ
て
く
る
」

「
駅
で
企
画
業
務
を
行

う
た
め
に
改
札
窓
口
の

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
い

る
と
、
お
客
さ
ま
が
駅

前
交
番
ま
で
急
病
人
対

応
を
依
頼
に
行
っ
た
」

等
の
職
場
現
実
や
、
組

合
員
が
様
々
な
駅
に
点

在
し
て
い
る
現
状
か
ら

「
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用

し
な
が
ら
不
安
や
問
題
点
を
集
約
し
て
い
る
」
「
２
ヶ
月
に

１
回
地
本
で
座
談
会
を
開
催
し
、
定
着
し
て
き
て
い
る
」
と

い
っ
た
実
践
的
な
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
２
名
の
再
加

入
者
か
ら
「
一
年
間
新
生
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
見
て
き
て
一
緒
に

取
り
組
も
う
と
思
っ
た
」「
た
だ
従
え
と
言
わ
ん
ば
か
り
の

会
社
姿
勢
に
疑
問
を
感
じ
た
。
相
談
に
の
っ
て
く
れ
た
の
は

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
仲
間
だ
っ
た
」
と
加
入
に
至
る
経
過
と
心
情

が
教
訓
的
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
営
業
部
会
は
職
場
の
組
合
員
・
未
加
入
者
の
不
安

や
職
場
の
問
題
点
を
掴
み
だ
し
、
解
決
に
向
け
て
共
に
議
論

し
て
い
く
こ
と
で
組
織
の
声
へ
と
高
め
、「
駅
の
変
革
」
の
組

合
案
の
実
現
に
向
け
て
一
年
間
の
運
動
を
つ
く
り
出
し
ま
す
。

組
合
員
の
苦
労
を
共
有
し
、

組
合
員
の
苦
労
を
共
有
し
、

温
か
み
の
あ
る
管
理
者
を
目
指
す

温
か
み
の
あ
る
管
理
者
を
目
指
す

営
業
部
会
　
第

営
業
部
会
　
第
3434
回
定
期
委
員
会

回
定
期
委
員
会

駅
の
変
革
で
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
実
態
と

駅
の
変
革
で
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
実
態
と

  

仲
間
に
寄
り
添
う
職
場
活
動
を
共
有
！

仲
間
に
寄
り
添
う
職
場
活
動
を
共
有
！

2021年度　営業部会常任委員会

役　職 氏　名 地　本 職　場

部会長 能登　　隆 盛　岡 いわて沼宮内駅

副部会長 鴨志田　淳 横　浜 小机駅

副部会長 富永　成巳 東　京 四ッ谷駅

副部会長 平田　正広 横　浜 川崎駅

事務長 遠藤　慶宣 大　宮 南古谷駅

常任委員 寺嶋　信吾 盛　岡 一ノ関駅

常任委員 堀内　和俊 仙　台 福島駅

常任委員 森園　礼教 千　葉 成田駅

常任委員 中原　隆治 東　京 新宿駅

常任委員 大久保佳隆 横　浜 根岸駅

常任委員 野中　広俊 八王子 青梅駅

常任委員 武井　　基 大　宮 宇都宮駅

常任委員 曲尾優一郎 長　野 長野駅

会計監査 加藤　寿紀 盛　岡 盛岡駅

会計監査 落合　佳之 大　宮 小金井駅

運
輸
車
両
部
会
　
第

運
輸
車
両
部
会
　
第
2929
回
定
期
委
員
会

回
定
期
委
員
会

安
全
と
技
術
継
承
、ジ
ョ
ブ
異
動
と

安
全
と
技
術
継
承
、ジ
ョ
ブ
異
動
と

  

多
能
化
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る

多
能
化
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る

新
幹
線
協
議
会
　
第
３
回
定
期
委
員
会

新
幹
線
協
議
会
　
第
３
回
定
期
委
員
会

充
分
に
休
憩
で
き
る
環
境
の
確
保
と

充
分
に
休
憩
で
き
る
環
境
の
確
保
と

  

異
常
時
の
不
安
解
消
を
目
指
す

異
常
時
の
不
安
解
消
を
目
指
す

サ
ー
ク
ル
協
議
会
　
第

サ
ー
ク
ル
協
議
会
　
第
3232
回
定
期
総
会

回
定
期
総
会

コ
ロ
ナ
禍
で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
あ
り
方
を

コ
ロ
ナ
禍
で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
あ
り
方
を

  

模
索
し
つ
つ
、
各
部
の
再
建
を
目
指
す
！

模
索
し
つ
つ
、
各
部
の
再
建
を
目
指
す
！

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
サ
ー
ク
ル
協
議
会

は
、
８
月
18
日
に
「
第
32
回
定
期
総

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
の
た
め
、
盛
岡
・
秋
田
・
仙

台
・
水
戸
・
新
潟
地
本
は
リ
モ
ー
ト

で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
川
島
議
長
か
ら
は
「
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
活
動
に
支
障
が
出
て
い

る
が
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
重
要
性
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
て
き
た
。
ス
キ

ー
・
ボ
ー
ド
部
の
再
建
を
目
指
し
、

来
年
の
大
会
開
催
に
向
け
て
議
論
い

た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も
困
難
な
状

況
は
続
く
が
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通

し
て
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
組
織
強
化
・
拡

大
を
目
指
そ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。
来
賓
の
下
村
中
央
執
行
副
委
員

長
か
ら
は
「
８
・
９
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
意
義
や
職
場
で
発
生
し
て
い
る
問

題
、
夏
季
手
当
の
た
た
か
い
の
教
訓

に
つ
い
て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
ス
キ
ー
・
ボ
ー
ド

部
、
山
岳
部
、
釣
り
部
、
ネ
イ
チ
ャ

ー
ク
ラ
ブ
、
軟
式
野
球
部
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
写
真
部
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
部
、
レ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
、
盛
岡
地
本
、
横
浜
地
本

か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
総
会
を
開
催
で
き
た

部
の
教
訓
や
、
開
催
で
き
な
か
っ
た

部
の
悩
み
を
共
有
し
つ
つ
、
各
サ
ー

ク
ル
の
活
動
の
重
要
性
を
確
認
で
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
佐
藤
中
央
執
行
委
員
長

よ
り
講
演
が
あ
り
、「
柔
軟
な
働
き

方
」
や
「
副
業
」
な
ど
様
々
な
施
策

を
納
得
感
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

高
ま
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、「
組

合
員
の
声
」
を
基
礎
に
団
体
交
渉
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
や
、
組
合

員
の
生
活
実
感
に
重
き
を
置
か
な
い

会
社
姿
勢
に
対
し
て
是
々
非
々
で
対

応
す
る
た
め
に
は
サ
ー
ク
ル
活
動
の

強
化
に
よ
る
組
織
強
化
が
大
切
で
あ

り
、
22
春
闘
や
総
合
労
働
条
件
改
善

の
た
た
か
い
に
結
集
し
よ
う
と
の
提

起
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
事
を
す
べ
て
満
場
一

致
で
採
択
し
、
新
役
員
に
は
重
久
中

央
執
行
委
員
が
加
わ
り
、
川
島
議
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
成
功
裏
に
終

了
し
ま
し
た
。


